
授業の目標
・パラリンピックの歴史や価値を知り、誰もが参加できるようにする、活躍できるようにするために、
「工夫する」という考え方が大切であることを理解する。
・身近な生活場面（掃除の時間）について、一緒に取り組むためにどう変えられるかを考えることを通して、
これまで当たり前だと思い込んでいたことにとらわれず、自分たちなりに考えていくことの大切さを実感する。

【授業後にめざす姿】
・誰もが参加できるようにする、活躍できるようにすることを大切にできる。
・みんなが一緒に取り組めるようにする工夫を考えることができる。

授業展開（45分）

時間 学習活動と内容 指導上の留意点

7分

1 パラリンピック・パラスポ―ツについて知っ

ているか、投げかけ、興味を喚起する。

〇映像を再生し、以下の問いで一時停止し、
どのように考えるか問う。

〇映像を再開し、パラスポーツが、用具や
ルールの工夫で、みんなが参加できるよ
うになっていることをおさえる。

・映像では、パラリンピックの競技の映像から導
入し、陸上競技の用具やルールを例に、参加す
るアスリートが公平に競い合うためのいろいろ
な工夫を紹介している。

・映像では、ブラインドフットボールを例に、用
具やルールの工夫を具体的に解説している。

6分

2

〇どんな工夫が見つかったか、何のための工
夫なのか、グループで話し合わせるなどし
て考えさせる。
〇発表させ、考えを共有する。

・ワークシートのボッチャの絵を見て、工夫だと
思うところに、〇をつけさせる。

・ヒントのスライドショーを見て、何のための工
夫か考えさせる。

・さまざまな人が参加し、活躍できるようにルー
ルや用具が工夫されていることを伝える。

7分 3 「映像のクラスは、どんな工夫を見つけた
のかな？」と投げかけ、映像を再生する。

・映像では、ボッチャのルールの推移を紹介し、
「みんながいっしょに参加できるように、変え
ていくのが当たり前」であることを説明し、そ
の後、パラリンピックの成り立ちと、町を変え
てきたと解説するストーリーになっている。

15分

4

〇ヒントを参考に、どのように変えられる
か、グループで話し合わせるなどして、
さらに考えさせる。

〇発表させ、考えを共有する。

・ヒントとして、前腕欠損の児童、弱視の児童そ
れぞれが、「障害特性（難しいこと）」と「具
体的な掃除の場面」について思っていることを
準備。
また「協力する」「得意をいかす」ことで「一
緒に」掃除をするというヒントを準備。

・児童の考えの発表や共有の際には、映像で出て
きた「決めつけず、本人に聞いてみる」ことも
大切であることを伝える。

10分

5 「映像のクラスでは、どんな工夫を考えた
のかな？」と投げかけ、映像を再生する。
〇映像のまとめを改めておさえる。

〇本時のふりかえりを記入させる。

・映像では、まとめとして「どうすれば参加でき
るようになるか」をその人と一緒に考えること
が大切であると伝えている。

・タマちゃんのつぶやきを提示
し、その後の学習や生活につ
なげるよう伝えるとよい。

約4分30秒

約2分30秒

考えよう

みんながいっしょに参加できるよう
に、どんなくふうがあるだろう？

約6分

ｘ

パラリンピックってなんだろう？指導案

考えよう

みんながいっしょにそうじに取り
組むために、どのように変えられ
るだろう？

みんながいっしょに参加できるようにするためには、どんなことが大切か考えよう。

問い 視覚に障害がある人たちが、サッカーをするために、どんなくふうをしているでしょうか？

本資料の無断での転載、複製、改変等の行為を禁止します。



【話し合うときのポイント】

話し合いの際、児童にお伝えください。

①他の人の意見をしっかり聞こう。

②意見を伝えた人には、拍手をしよう。

③「いいね」「なるほど」など相手を認めながら、意見をつなげよう。

④全員が発言できるようにしよう。

ここをクリックすると
表示されます！

◆ ICTの活用アイデア

グループでの話し合いなどでは、ICTを活用することで、考えを可視化し、
効果的に深めることができます。

グループで考える・クラスの考えを知る（協働的な学び）

←グループごとに、考え
を打ち込んでいる例。
クラスの考えを見ながら、
さらに考えを広げること
ができます。
（Googleスライドの例）

ワークのポイント

自分のペースで考える
（個別最適な学び）

考えようのページには、ヒントを準備
しています。ぜひ、各自の端末から
開かせ、自分で考える参考にさせて
ください。
その問いを考えるときに、URLを送付
したり、開かせたりすると、活動に
集中させることができます。

また、イヤホンを準備する
と、映像視聴も含め、自分
のペースで、自立的に学習
を進めることができます。

・ボッチャの絵を見て工夫だと思うところに、〇をつけさせます。
・何のための工夫か考えて、書かせます。

・前腕欠損の児童、弱視の児童と一緒に掃除に取り組むためには、
どのように変えられるか考えさせます。

前腕欠損の児童、弱視の児童それぞれの「障
害特性」「具体的な掃除の場面」を準備。

考えよう

みんながいっしょに参加できるように、
どんなくふうがあるだろう？

考えよう

みんながいっしょにそうじに取り組むために、
どのように変えられるだろう？

考えよう画面では、自分の端末から
クリック！

スライドショー形式で、ボッチャの写真
を準備。注目する点も明示。

「協力する」「用具やルール（やり方）を
工夫する」ことで「一緒に」掃除をすると
いうヒントを準備。

個人が見つけた工夫→
を共有している例。
（ロイロノートの例）



ワークシート回答例
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